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本内分泌学会臨床内分泌代謝Update．2019，11，29‐30．日本内分泌学会雑誌：P800 P‐X2‐2．

23 三根敬一朗，皆川洋子，永淵正法：ウイルス感染時にけるDBA／2マウス膵 β細胞の解析．第60
回日本臨床ウイルス学会．2019，5，25‐26．抄録集：S101．

24 三根敬一朗，森 仁恵，高橋宏和，吉開泰信，安西慶三，永淵正法：新規ウイルス糖尿病感受性遺
伝子の同定と発症メカニズムの解析．第62回日本糖尿病学会年次学術集会．2019，5，23‐25．抄
録集：S108．

25 ＊山村咲良，川口 巧，中野 暖，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三，鳥村 拓：Shearwaveelasto-
graphy を用いた健診受診者の肝硬度に関わるデータマイニング解析．第55回日本肝臓学会総会．
2019，5，30‐31．肝臓（0451‐4203）60巻，Suppl．1，PageA348．

26 Manirujjaman M, Ozaki I, Murata Y, Xia JH, Perveen R, Tanaka K, Takahashi H, Anzai K, Matsu-
hashi S: Studies of PDCD4 Degradation Mechanisms by Autophagy and Proteasomal Systems．第
42回日本分子生物学会年会．2019，12，3‐6．抄録集：281．

27 Perveen H, Ozaki I, Manirujjaman M, Xia JH, Tanaka K, Takahashi H, Anzai K, Matsuhashi S: Senes-
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cence induction by PDCD4 knockdown in human hepatic stellate cell line LX-2．第42回日本分子生
物学会年会．2019，12，3‐6．2P‐0251．

28 夏 京合，尾崎岩太，Guo J，Manirujjaman M，田中賢一，桑代卓也，高橋宏和，安西慶三，松橋
幸子：The role of PKCs in the BCAA suppression of YAP activity inhepatocellular carcinoma cells．
第42回日本分子生物学会年会．2019，12，3‐6．3P‐0279．

地方規模の学会
1 愛川可南子，河野倫子，井上 瑛，井上佳奈子，森 仁恵，河田望美，山内寛子，松田やよい，安

西慶三：訪問看護を導入した高次脳機能障害を有する糖尿病合併汎下垂体機能低下症の1例．第
325回日本内科学会九州地方会．2019，5，18．抄録集：20．

2 愛川可南子，小島基靖，岸川まり子，三角優莉奈，河野倫子，松島 淳，安西慶三：知的退行を認
め精神科と併診したミトコンドリア糖尿病の一例．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，
25‐26．抄録集：75．

3 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防事業プログラム．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，
25‐26．抄録集：17．

4 安西慶三：CDEネットワーク．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：18．
5 井上 香，磯田広史，大枝 敏，高橋宏和，江口有一郎：Ｂ型慢性肝疾患に対するテノホビル・ア

ラフェナミド（TAF）の当施設における治療効果と安全性の検討．第43回日本肝臓学会西部会．
2019，12，12‐13．肝臓60巻：62．

6 ＊岩根紳治，井上 香，磯田広史，大枝 敏，木村俊一郎，小平俊一，窪津祥仁，岡田倫明，秋山
巧，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：Ｂ型肝炎は核酸アナログ製剤投与中でも肝発癌が認められ
る．第43回日本肝臓学会西部会．2019，12，12‐13．肝臓60巻：63．

7 ＊江頭早苗，古賀理恵，中川内玲子，山内寛子，愛川可南子，安西慶三，深町明美，毎熊恵子，尾形
徹：糖尿病外来における，糖尿病腎症病期を伝える取り組みでの効果．第57回日本糖尿病学会九州
地方会．2019，10，25‐26．抄録集：72．

8 ○大枝 敏，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三：HbA1c が Friedewald 式による LDL測定値に与え
る影響．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：46．

9 岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎，遅野井健，安西慶三：FIB-4index は2型糖尿病患者の動脈硬
化や eGFRと関係する．第327回日本内科学会九州地方会．2019，11，17．抄録集：58．

10 岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎，遅野井健，安西慶三：FIB-4index は2型糖尿病患者の動脈硬
化や eGFRと関係する．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：53．

11 河田望美，高橋宏和，犬塚貞孝，筒井弘子，安西慶三：1型糖尿病患者において，低血糖がQOL
に及ぼす影響について．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：55．

12 岸川まり子，河野倫子，三角優莉奈，愛川可南子，小島基靖，安西慶三：カテコールアミン高値に
て褐色細胞腫を疑われていたが，急性アルコール中毒で救急搬送をきっかけに否定された一例．第
19回日本内分泌学会九州支部学術集会．2019，9，7．抄録集：23．

13 岸川まり子，小島基靖，城戸口啓介，小平俊一，三角優莉奈，愛川可南子，河野倫子，安西慶三：
インスリン分泌能低下，抵抗性増大をきっかけに判明した続発性ヘモクロマトーシスの1例．第
327回日本内科学会九州地方会．2019，11，17．抄録集：56．

14 岸川まり子，小島基靖，三角優莉奈，愛川可南子，森 仁恵，河野倫子，安西慶三：高容量インス
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リン使用からGLP-1RA，SGLT2-I，Met に置換できた高度肥満2型糖尿病症例．第57回日本糖尿
病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：58．

15 木村俊一郎，窪津祥仁，小平俊一，岡田倫明，秋山 巧，高橋宏和，江口有一郎：原発性硬化性胆
管炎と潰瘍性大腸炎を背景に胆道癌を認めた若年男性の1例．第327回日本内科学会九州地方会．
2019，11，17．抄録集：40．

16 窪津祥仁，大枝 敏，江口有一郎：FibroScan®の controlled attenuation parameter 値に組織学因
子が与える影響．日本超音波医学会第29回九州地方会学術集会．2019，10，6．

17 河野倫子，愛川可南子，森 仁恵，岸川まり子，三角優莉奈，河田望美，小島基靖，安西慶三：2
型糖尿病罹患歴約20年で，アテゾリズマブ投与後に1型糖尿病を発症した症例．第57回日本糖尿病
学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：44．

18 小島基靖，高橋宏和，永渕美樹，藤井純子，古賀明美，安西慶三：30－50歳代で糖尿病性腎症から
の透析導入減少を目指すための取り組み．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．
抄録集：25．

19 ○小峯豪心，愛川可南子，岸川まり子，三角優莉奈，小島基靖，河野倫子：二次性高血圧精査時にバ
セドウ病の診断となった高度肥満合併緩徐進行型1型糖尿病症例．第327回日本内科学会九州地方
会．2019，11，17．抄録集：55．

20 ○坂井彩菜，三角優莉奈，岸川まり子，愛川可南子，小島基靖，河野倫子，安西慶三：褐色細胞腫ク
リーゼの1例．第327回日本内科学会九州地方会．2019，11，17．抄録集：55．

21 高橋宏和，田中賢一，江口有一郎：非アルコール性脂肪性肝疾患に対する運動療法の有効性に関す
るメタアナリシス．第43回日本肝臓学会西部会．2019，12，12‐13．肝臓60巻：57．

22 高橋宏和：糖尿病診療における非アルコール性脂肪性肝疾患のマネジメント．第57回日本糖尿病学
会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：19．

23 高橋宏和，中島 茜，山内寛子，森 仁恵，井上佳奈子，田中賢一，安西慶三：佐賀県産キクイモ
による食後血糖及び glucose-dependent insulinotropic polypeptide（GIP）低下作用．第57回日本糖
尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：41．

24 ＊友清雅子，古賀義孝，瀬戸口義郎，池田裕次，安西慶三，徳永 剛：佐賀県における糖尿病重症化
予防の取組について．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：49．

25 永淵正法：ウイルス糖尿病．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：18．
26 ○永渕美樹，松田野利子，小島基靖，井上佳奈子，安西慶三：糖尿病療養指導カードシステムを活用

した透析予防指導．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：86．
27 ＊中山裕子，八谷幸浩，野田 広，池田裕次，安西慶三，徳永 剛：佐賀県における糖尿病対策事業

の中間評価について．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：49．
28 ○平原凜太郎，稲富千佳，岡田倫明，窪津祥仁，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：生体

肝移植に至ったＢ型劇症肝炎の1例．第325回日本内科学会九州地方会．2019，5，18．抄録集：
25．

29 三角優莉奈，岸川まり子，愛川可南子，小島基靖，河野倫子，安西慶三：術前血糖コントロールに
多量のインスリンを要したクッシング症候群の一例．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，
25‐26．抄録集：60．

30 三根敬一郎，永淵正法，畑野晋也，田中賢一，森 仁恵，高橋宏和，安西慶三，吉開泰信：ウイル
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ス糖尿病感受性系統DBA／2マウスの解析．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．
抄録集：48．

31 森 仁恵，高橋宏和，三根敬一郎，井上佳奈子，小島基靖，黒木茂高，小野恭裕，犬塚貞孝，安西
慶三：TYK2promotervariant による2型糖尿病のインスリン分泌能への影響．第57回日本糖尿病
学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：48．

32 ＊山内寛子，山﨑有菜，北島吉彦，今村洋一，和田芳文，野村政壽，田尻祐司，深水 圭，川﨑英二，
佐藤雄一，猪口哲彰，内藤美智子，中里栄介，安西慶三：県を跨いだ地域医療連携対策の試み．第
57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：50．

その他の学会
1 愛川可南子：社会資源を活用した糖尿病診療．第62回筑後佐賀糖尿病学術講演会．2019，4，19．

抄録集．
2 安西慶三：糖尿病治療に関する最近の話題．人吉市・球磨郡医師会学術講演会．2019，1，21．抄

録集．
3 安西慶三：糖尿病重症化予防の推進に向けて－医療機関・保険者・行政の役割－．秋田県糖尿病重

症化予防対策講演会．2019，2，1．抄録集．
4 安西慶三：高齢者糖尿病への診療支援．第14回九州糖尿病看護スキルアップセミナー．2019，2，

3．抄録集．
5 安西慶三：NAFLD/NASH診断と治療UpDate－糖尿病合併NASH患者の診療戦略－．第53回天

草生活習慣病研究会．2019，2，8．抄録集．
6 安西慶三：歯周病予防からはじめる健康寿命．日本歯周病学会第1回佐賀地区臨床研修会ならびに

市民公開講座．2019，2，9‐10．抄録集．
7 安西慶三：NASH/NAFLD合併糖尿病の診療戦略－診断と治療のUpdate－．第20回西日本糖尿病

発症機構研究会．2019，2，16．抄録集．
8 安西慶三：糖尿病腎症の重症化予防における保健師の役割について．検診業務等連絡会．2019，3，

7．抄録集．
9 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防 PGの佐賀県での取り組みについて．多職種による地域連携研

究会．2019，3，6．抄録集．
10 安西慶三：多職種連携による糖尿病治療戦略．糖尿病チーム医療の重要性を考える．2019，3，12．

抄録集．
11 安西慶三：佐賀におけるCKD地域連携と糖尿病重症化予防対策の融合．CKD連携 in 九州．2019，

3，14．抄録集．
12 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防における医療との連携について．平成30年度ヘルスサポート研

修会．2019，3，15．抄録集．
13 安西慶三：糖毒性に関する最新の情報．サノフィ社内レクチャー．2019，3，15．抄録集．
14 安西慶三：災害に備える－災害の超急性期から復興期における糖尿病医療支援チーム（DiaMAT）

の構策－．第58回愛媛糖尿病チーム医療研修会OPセミナー（特別講演）．2019，3，16．抄録集．
15 安西慶三：糖尿病治療のトピックス・診療マニュアル・コーチング（療養支援の基本）．第124回佐

賀大学医学部附属病院糖尿病療養指導公開講座．2019，4，4．抄録集．
16 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の治療戦略－GLP‐1受容体作動薬の多面的作用－．GLP-1 Update
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Meeting in Fukuoka．2019，5，30．抄録集．
17 安西慶三：佐賀県糖尿病重症化予防診療ガイドを用いた糖尿病診療の実際．多久・小城地区医師会

学術講演会（特別講演）．2019，6，11．抄録集．
18 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の治療戦略－GLP‐1受容体作動薬の多面的作用－．第14回長崎市北

部糖尿病研究会（特別講演）．2019，6，13．抄録集．
19 安西慶三：糖尿病・腎臓病の正しい知識と予防法．佐賀新聞健康セミナー「社員と家族のために

知ってほしい糖尿病と腎臓病のはなし」．2019，6，15．抄録集．
20 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防における行政・医師会・大学の役割．令和元年度鹿児島大学医

学部第二内科同門会総会．2019，6，22．抄録集．
21 安西慶三：佐賀県の糖尿病の現状，糖尿病対策について．久留米・鳥栖三養基地区糖尿病交流会．
2019，6，24．抄録集．

22 安西慶三：糖尿病カードシステムについて．2019年度第6回佐賀糖尿病療養指導士認定研修会ラン
チョンセミナー．2019，6，30．抄録集．

23 安西慶三：高齢者糖尿病／糖尿病治療の進め方／症例検討．2019年度第6回佐賀糖尿病療養指導士
認定研修会．2019，7，14．抄録集．

24 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防対策．第4回糖尿病地域連携セミナー in 八幡．2019，7，22．
抄録集．

25 安西慶三：重症化予防プログラムの取り組みにおけるアウトプット・アウトカム評価方法について．
令和元年度血管病重症化予防対策に係る資質向上研修会．2019，8，21．抄録集．

26 安西慶三：STOP！糖尿病重症化予防対策－多職種連携による糖尿病チーム医療の実践と糖尿病治
療薬－．第50回静岡臨床薬学研究会（特別講演）．2019，8，31．抄録集．

27 安西慶三：糖尿病治療のポイント－初期から重症化まで－．鳥栖三養基地区「STOP糖尿病」重症
化予防のための研修会．2019，9，24．抄録集．

28 安西慶三：肝疾患合併糖尿病の治療戦略－GLP‐1受容体作動薬の多面的作用－．GLP-1 Update
Meeting．2019，9，27．抄録集．

29 安西慶三：佐賀県での糖尿病性腎症重症化予防プログラムの取り組み．Takeda Diabetes Academy
2019．2019，9，29．抄録集．

30 安西慶三：糖尿病患者の血管合併症の診かた．産業医研修会．2019，10，1．抄録集．
31 安西慶三：糖尿病患者の血管合併症の診かた．産業医研修会．2019，10，31．抄録集．
32 安西慶三：糖尿病患者の血管合併症の診かた．産業医研修会．2019，11，6．抄録集．
33 安西慶三：糖尿病患者の血管合併症の診かた．産業医研修会．2019，11，13．抄録集．
34 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防対策－実践から得られた課題と対策－．WebSeminar Diabetes

Exchange Meeting．2019，10，18．抄録集．
35 安西慶三：STOP糖尿病重症化予防対策－多職種連携による糖尿病チーム医療の実践．第36回福岡

糖尿病アゴラ．2019，10，19．抄録集．
36 安西慶三：NASH/NAFLD合併糖尿病の診療戦略．城北糖尿病合併症研究会．2019，11，1．抄

録集．
37 安西慶三：血糖測定器の活用に関するインタビュー グループディスカッション．Key Opinion Dis-

cussion．2019，11，4．抄録集．
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38 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防プログラム－管理栄養士に望むもの－．令和元年度佐賀県栄養
士会生涯教育講演会．2019，11，16．抄録集．

39 安西慶三：糖尿病性腎症重症化予防に関する事業実施の手引きについて及び医療機関との連携につ
いて．兵庫県糖尿病等重症化予防活動推進研修会．2019，11，21．抄録集．

40 安西慶三：佐賀県における糖尿病性腎症重症化予防の取り組み．Scientific Exchange Meeting in
Kyoto．2019，12，9．抄録集．

41 井上 瑛：副腎偶発腫に対する日常診療での疑問点．Kyusyu-Yong Endocrinologist Training．
2019，2，22．抄録集．

42 ○江口有一郎，岩根紳治，磯田広史：「Ｂ型・Ｃ型肝炎の最新情報」「肝がん・重度肝硬変治療研究促
進事業」「他県の肝疾患対策」．地域保健福祉従事者研修会．2019，1，11．抄録集．

43 岡田倫明：体に優しいお酒の飲み方，職場における肥満対策．2019年度産業保健研修会．2019，10，
31，佐賀県．抄録集．

44 窪津祥仁：当院におけるレンバチニブの使用経験．HCC治療ストラテジーを考える会 in 佐賀．
2019，3，18．抄録集．

45 河野倫子：最初が肝心－耐糖能異常・糖尿病初診時のポイント．早期発見・早期介入を考える会．
2019，3，14．抄録集．

46 河野倫子：高齢者糖尿病．第127回佐賀大学医学部付属病院 糖尿病療養指導公開講座．2019，11，
7．抄録集．

47 小島基靖：カーボカウントについて．平成30年度第2回糖尿病勉強会．2019，2，28．抄録集．
48 小島基靖，江本 晶，藤井純子：誰でもできるインスリン治療の基本－佐賀大学版インスリン治療

ガイド（第2版）とインシデント防止－．2019年度インスリン安全研修会．2019，5，10．抄録集．
49 小島基靖：透析予防・腎症について．第125回佐賀大学医学部附属病院 糖尿病療養指導公開講座．

2019，6，6．抄録集．
50 小島基靖：低血糖及びシックデイ対策について．佐賀ブルーサークルセミナー糖尿病ステップアッ

プ研修会．2019，7，6．抄録集．
51 小島基靖，松田野利子，永渕美樹：透析予防支援．第126回佐賀大学医学部附属病院 糖尿病療養指

導公開講座．2019，9，5．抄録集．
52 小島基靖：カーボカウントについて．中部保健福祉事務所カーボカウント勉強会．2019，10，7．

抄録集．
53 小島基靖，安西慶三：糖尿病患者の血管合併症の診かた．2019年伊万里産業医研修会．2019，11，

20．抄録集．
54 小島基靖，安西慶三：佐賀県ストップ糖尿病対策における糖尿病性腎症重症化予防の成果，県・保

険者と医療機関の連携について．DiaMond Seminar in 七尾．2019，11，29．抄録集．
55 小島基靖：当院における SGLT2阻害薬の役割について．第13回佐賀糖尿病学術講演会．2019，12，

4．抄録集．
56 高橋宏和：糖尿病に潜むNAFLD－その現状と今後の治療展望－．平成30年度佐賀地区スキルアッ

プ研修会．2019，2，8．抄録集．
57 高橋宏和：肝疾患新時代における診療連携とアウトカム．八代地区肝疾患講演会．2019，2，18．

抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 安西 慶三 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

潜在的ウイルス糖尿病を背景とした非
アルコール性脂肪肝炎の病態の解析

1，430

講 師 高橋 宏和 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

母体の歯周病感染が引き起こす胎児発
育障害および成長後の耐糖能異常

100

講 師 高橋 宏和 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

運動惹起性へパトカインによる新規
NAFLD治療とバイオマーカーの開発

1，820

特任教授 永淵 正法 科学研究費助成事業 基盤研究B
（代表）

ウイルス糖尿病感受性遺伝子の意義と
そのメカニズム

5，850

特任教授 永淵 正法 日本 IDDMネットワーク
研究助成

（代表） ウイルス糖尿病予防ワクチン開発への
挑戦

10，000

58 高橋宏和：“糖尿病診療に潜む”からの脱却－NAFLD診療の現在地点－．佐賀県医師会学術講演
会（日医生涯教育制度認定講座）（基調講演）．2019，3，8．抄録集．

59 高橋宏和：全身疾患「NAFLD」の診療におけるポイント．栁仁会．2019，6，18．抄録集．
60 高橋宏和：糖尿病に潜むNAFLD－現在地点とこれから－．第4回OLD連携フォーラム．2019，

7，23．抄録集．
61 高橋宏和：肝癌撲滅への新たなアプローチ．佐賀県肝癌対策医会研修会．2019，7，26．抄録集．
62 高橋宏和：NAFLDを合併する糖尿病のマネージメント．長崎市糖尿病地域医療学術講演会．2019，
11，20．抄録集．

63 高橋宏和：NAFLDにおけるCVDイベントと糖尿病治療．Diabetes Update Conference in 佐賀．
2019，11，26．抄録集．

64 高橋宏和：全身疾患「NAFLD」の診療におけるポイント．NAFLD/NASH講演会．2019，11，28．
抄録集．

65 高橋宏和：肝疾患新時代における診療連携とアウトカム．Hepatitis Forum in YOKOHAMA．2019，
12，10．抄録集．

66 永淵正法，三根敬一朗：糖尿病原因ウイルスに対するワクチン開発．日本 IDDMネットワークサ
イエンスフォーラム2019in 東京．2019，6，1．抄録集．

67 三根敬一朗：ウイルス誘発糖尿病感受性遺伝子の同定を目指した解析．第20回西日本糖尿病発症機
構研究会．2019，2，16．抄録集．

研究助成等
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